
施策の柱

１．生きがいづくりの推進

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３ 対比

80
社会活動へ
の参加推進

①老人クラブ数
②地域ふれあいサロン数
③老人クラブの参加率
④地域ふれあいサロンの参
加率

①32箇所
②40箇所
③―
④―

①25箇所
②60箇所
③7.5％
④9.2％

①25箇所
②55箇所
③7.5％
④8.7％

①21箇所
②62箇所
③6.1％
④7.7％

88%

　老人クラブは4クラブ減となり参加率も
大きく減少したが、会員増にむけ役員会
や地区会議に出席し意見交換等を行っ
た。
　サロンについては、コロナ禍で活動に
大きく制約があったため参加者が伸び
悩んだ。
　老人クラブとサロンがコロナ禍で活動
に制約を受ける中、会員や参加者の減
少に歯止めをかけるため、今後も市社
協と連携を深め対応していく。

◎

81
社会活動へ
の参加推進

社会参加、地域での活動

講座受講後は活動の場（機会）を提
供していく必要がある。社協、包括な
ど関係機関と連携を図り、その後の
ボランティア活動を支援していく必要
がある。

◎

81
社会活動へ
の参加推進

社会福祉協議会との連携

新型コロナ感染症の影響により、高
齢者の活動については自粛や制限
が多くなった。社会活動への参加促
進を図るためには、安全かつ安心し
て活動ができるよう情報提供や活動
の工夫についての助言等が必要と
なり、社協との連携強化が求められ
る。

◎

- 1

　高齢者のボランティア活動を支援
する。
　高齢者が生涯学び続けることがで
きる環境を提供する。

認知症や体操サポーターの養成、サロンボ
ランティア養成講座等を開催し、高齢者の
地域活動への参加促進を図った。

社会福祉協議会と連携し、地域にお
ける福祉活動の充実を図り、高齢者
の社会活動への参加促進を支援す
る。

高齢者団体の支援及び、関連事業を連携
して実施した。

国の評価区分

【大区分】　自立支援・介護予防・重度化防止

【中区分】　自立支援・介護予防・重度化防止

自己
評価

実績（見込含む）目標
Ｎｏ． 施策 主な内容 評価及び課題

1



Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３ 対比

自己
評価

実績（見込含む）目標
Ｎｏ． 施策 主な内容 評価及び課題

82
就業機会の
確保

シルバー人材センターの会
員数

387人 391人 383人 373人 95% 0 ◎

82
学習機会の
確保

学習機会の確保

生涯学習情報誌掲載の講座につい
ては実績が無いが、通いの場で同
様の内容の講座も開催できている。
今後も広く講座情報の周知を図って
いく必要がある。

◎

- 2

市民の多様な学習機会を提供する
ため、講座の情報提供を行い、学習
環境の整備を図ります。

生涯学習情報誌「エール」に講座情報を掲
載し情報発信を行った。
通いの場での講座開催に取り組んだ。
公民館と連携し公民館講座を開催した。
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